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第1　本案前の答弁

1　原告の請求を却下する。

2　訴訟費用は原告の負担とする。

第2　本案前の答弁の理由

1　原告の主張するところは、要するに幹部自衛官である被告が、その

在任中に発表した論文の内容や言動により、原告の表現によれば恐怖

を抱くに至り、これにより原告が享受しようとする「平和的生存権」

が毀損されたことによって精神的苦痛を被ったとして、被告に対し慰



謝料を求めるものである。

2　国家公務員である幹部自衛官であった当時の被告の行為によって

精神的損害を受けたということであるならば、これは国家賠償法第1

条に基づき国を相手に訴えを提起すべきものであって、原告の請求は、

当事者適格を有しない者に対する訴えであるから、不適法な訴えとし

て却下されるべきものである。

3　不適法却下を求める理由

原告は、公務員であった被告の行為によって、原告のいう平和的生

存権が侵害されたと主張するが、原告が指摘する被告の行為のうち被

侵害利益である平和的生存権と関連すると思われるものは、いずれも

被告の職務行為または職務執行に社会通念上関連する行為としてな

されたものである（訴状にある献金行為は、被告による平和的生存権

侵害の主張の埼外のものである）。したがって、仮に被告が行った論

文の発表や言動に過失が存在し、これと原告のいう平和的生存権の侵

害による精神的苦痛との間に因果関係が認められるとしても、公務員

である被告個人が原告に対して責任を負うことはなく、被告に故意又

は重大な過失があった場合にのみ、国から求償権の行使を受けるとい

うのが法律の建前だからである。

第3　請求の趣旨に対する答弁

1　原告の請求を棄却する。

2　訴訟費用は原告の負担とする。

第4　請求の原因に対する答弁

本案前の答弁に対する御庁の判断をまって行う。


